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添付書類

営　業　報　告　書
平成16年４月１日から
平成17年３月31日まで

１.　 の 概 環①｠♯年度連結中期経営計画」に掲げた
「オンリーワン・ナンバーワン」製品の創出・育成などの重点施策を推し進めるととも
に、需要の最大限の取り込みや販売価格の改善に注力してまいりました。この結果、鋼
材などの素材系や電子材料を中心に、業績が大幅に改善いたしました。
当期の連結業績は、売上高は前期に比べ2,245億円増収の１兆4,437億円、営業利益は

658億円増益の1 沿【億円となりました。
単独業績につきましては、売上高は前期に比べ986億円



－ －た、新日本製鐵株式會社、住友金属工業株式会社との連携を拡充・深化させるため、研究開発や知的財産などの各分野における相互協力についても検討を開始いたしました。更に、これらの連携施策をより一層、円滑かつ着実に実行していくため、相互の株式を追加取得することを検討しております。
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込まれることから、受注活動に全力をあげるとともに、当社が開発した次世代製鉄法で
ある「ＩＴｍｋ３（アイティ・マークスリー）」プロセス（注）の商業化の実現に向け注力してまい
ります。
（注）粉鉱石と粉炭を造粒したうえで、回転炉床炉（ドーナツ型の回転炉）に投入し、高炉法での還元時間（約

８時間）に比べ、非常に短時間（10
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第149期
（平成13年度）

第150期
（平成14年度）

第151期
（平成15年度）

第152期（当期）
（平成16年度）
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1 ,419 ,159
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801 ,118

61 ,305

25 ,251

15 ,884
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1 ,411 ,731

342 ,738

115円22銭

②　当社の営業成績および財産の状況の推移

(注) △印は損失を示しております。
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（3）企業集団の設備投資の状況
当期の設備投資総額は、工事（検収）ベースで660億円であります。

当期末現在継続中の主な設備投資は、次のとおりであります。

（4）企業集団の資金調達の状況


